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古
川
議
員　
旧
松
尾
鉱
山
の
坑

道
が
将
来
崩
壊
し
、
鉱
毒
水
が

漏
出
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
、

国
の
調
査
検
討
委
員
会
か
ら
報

告
さ
れ
た
。
恒
久
的
な
対
策
と

し
て
、
３
㍍
坑
道
の
閉
鎖
プ
ラ

グ
か
ら
坑
口
ま
で
の
排
口
坑
道

部
分
を
埋
め
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
万
が
一の
事
態
に
備

え
て
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

直
ち
に
崩
壊
す
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
も
の
の
、
こ
の
ま

ま
で
あ
れ
ば
い
ず
れ
崩
壊
す
る

の
で
、
事
前
の
対
策
が
必
要
と

の
報
告
内
容
で
あ
っ
た
。
鉱
毒

水
の
中
和
処
理
も
含
め
、
国
の

補
助
を
受
け
て
県
が
実
施
す
る

事
業
で
あ
る
の
で
、
県
に
対
策

工
事
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
に
補
助

古
川
議
員　
国
は
二
酸
化
炭
素

の
排
出
削
減
の一環
と
し
て
、
家

庭
用
太
陽
光
発
電
に
補
助
を

し
、
そ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
市
と
し
て
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

市
長　

市
で
は
平
成
19
年
度
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
太

陽
光
発
電
を
含
め
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
施
設
に
対
す
る
支
援

策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

県
北
バ
ス
の
破
た
ん

古
川
議
員　

県
北
バ
ス
の
破
た

ん
に
よ
って
解
雇
さ
れ
た
従
業
員

の
雇
用
対
策
は
十
分
か
。
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
が
無
く
な
っ
た
柏
台
地

区
の
高
齢
者
な
ど
へ
の
、
交
通

手
段
の
確
保
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

市
長　
ゲ
ン
デ
ル
ラ
ン
ド
は
経
営

再
建
の
協
議
中
で
、
秋
ご
ろ
ま

で
に
営
業
の
再
開
を
し
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
社
員
の
約
半
数

が
再
雇
用
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

り
、
再
開
で
き
る
よ
う
支
援
し

た
い
。柏
台
地
区
の
タ
ク
シ
ー
は
、

市
内
の
２
社
か
ら
協
力
を
い
た

だ
き
、
早
期
に
運
行
で
き
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

交
流
人
口
の
増
加
策

古
川
議
員　
観
光
客
を
始
め
と

し
て
、
学
習
面
な
ど
も
含
め
た

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
も

の
と
の
思
い
か
ら
、
何
度
か
質

問
し
て
い
る
八
幡
平
の
玄
関
口
、

松
尾
鉱
山
周
辺
の
整
備
計
画
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
ど
う
か
。

市
長　
産
業
遺
産
で
あ
る
旧
松

尾
鉱
山
関
係
施
設
に
つ
い
て
は
、

い
わ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
主
体

と
な
っ
て
「
雲
上
の
楽
園
再
生

協
議
会
」
を
組
織
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

は
修
学
旅
行
な
ど
の
誘
致
や
御

在
所
園
地
の
木
道
の
整
備
を
し

つ
つ
、
産
業
遺
産
を
観
光
振
興

に
つ
な
げ
た
い
。

旧松尾鉱山操業当時、坑内水を流出していた３㍍坑道は、昭和４５年に閉鎖プラグで閉塞されました（資料・県環境保全課）

旧松尾鉱山の坑道崩壊対策
　　　県へ崩壊防止対策工事を要望

緑松会　古 川 津
つ

 好
よ し

　議員

・岩手県北バスの経営破綻による当市への影
響について

・環境、災害対策について
・交流人口の増加策について
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新生会　田 村　  孝
たかし

　議員

・庁舎建設住民説明会について
・経済危機対策臨時交付金について
・耕作放棄地について

田
村
議
員　
庁
舎
建
設
住
民
説

明
会
の
参
加
人
数
は
。

市
長　

市
民
の
方
々
か
ら
新
庁

舎
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
え
る

重
要
な
機
会
と
い
う
認
識
の
も

と
で
、
５
月
25
日
の
柏
台
地
区

を
皮
切
り
に
市
内
12
カ
所
で
住

民
説
明
会
を
開
催
し
た
。
延
べ

参
加
者
は
１
６
７
人
で
、
最
も

多
い
参
加
を
い
た
だ
い
た
会
場
で

31
人
だ
っ
た
。

田
村
議
員　

市
民
の
質
問
や
反

応
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

市
長　

財
政
の
見
通
し
、
あ
る

い
は
駅
と
の
併
設
の
可
能
性
、

ア
ク
セ
ス
道
路
が
主
な
質
問
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
状
況
を
具
体
的
に
説
明
し
、

ご
理
解
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い

る
。臨

時
交
付
金
の
使
途

田
村
議
員　
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
に
つい
て
、
本
市
の
補

正
額
は
、
総
額
で
い
く
ら
に
な

る
か
。

市
長　
地
方
公
共
団
体
が
作
成

し
た
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
実
施
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
要
す
る
費
用
に
対
し
、
国
か

ら
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
交
付

限
度
額
は
５
億
８
２
７
７
万
４
０

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在

対
象
事
業
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
実

施
計
画
の
策
定
に
係
る
計
画
額

に
つい
て
は
、
交
付
限
度
額
を
２

割
程
度
上
回
る
事
業
費
を
計
上

す
る
予
定
で
あ
る
。

田
村
議
員　

交
付
金
の
使
い
道

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
長　

市
で
は
、
実
施
計
画
に

お
け
る
交
付
金
対
象
事
業
の
選

定
に
つい
て
は
、
国
が
示
し
た
地

方
再
生
戦
略
お
よ
び
経
済
危
機

対
策
に
対
応
し
た
事
業
を
選
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
特
に
、

市
民
に
身
近
な
生
活
環
境
の
整

備
や
産
業
の
振
興
な
ど
を
含
む

地
域
の
活
性
化
に
必
要
な
事
業

に
つ
い
て
、
広
く
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
の
対
策

田
村
議
員　
耕
作
放
棄
地
に
対

す
る
国
の
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
、
市
町
村
へ
の
説
明
が
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
内
容
は
。

市
長　

制
度
の
概
要
は
、
交
付

金
を
活
用
し
、
利
用
に
必
要
な

農
地
の
再
生
作
業
、
土
壌
改
良
、

営
農
定
着
に
対
す
る
支
援
、
施

設
な
ど
補
完
整
備
と
な
っ
て
い

る
。
再
生
利
用
の
事
業
を
実
施

す
る
に
は
、
次
の
前
提
条
件
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
地
域
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
」「
地
域
協
議
会
が

再
生
利
用
活
動
や
耕
作
者
の
確

保
な
ど
に
係
る
計
画
を
定
め
て

い
る
こ
と
」「
所
有
者
に
代
わ
り

耕
作
す
る
者
が
確
保
さ
れ
、
５

年
以
上
耕
作
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
」「
所
有
者
に
賃
借
収
入
が

あ
る
場
合
、
５
年
間
に
お
け
る

貸
借
収
入
を
地
域
協
議
会
が
徴

収
し
、
再
生
作
業
の
経
費
に
充

当
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
ま
た
、

制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、
市

が
耕
作
放
棄
地
と
把
握
し
た
農

地
で
あ
り
、
現
在
山
沿
い
に
隣

接
し
た
部
分
を
主
と
し
て
、
53

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
対
象
に
な
る
も
の

で
あ
る
。

庁
舎
建
設
住
民
説
明
会
で
の
市
民
の
反
応

理
解
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
　寺田公民館では、６月８日に説明会が開催されました
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渡
邊
議
員　
公
共
牧
野
の
見
通

し
に
つい
て
伺
う
。　

市
長　
放
牧
地
は
乳
用
育
成
牛

や
黒
毛
和
種
の
放
牧
頭
数
が
増

え
て
お
り
、
農
家
が
よ
り
安
心

し
て
放
牧
で
き
る
牧
野
環
境
の

確
保
に
努
め
、
採
草
地
は
草
地

を
更
新
す
る
な
ど
、
良
質
粗
飼

料
の
生
産
に
努
力
し
た
い
。

渡
邊
議
員　
農
業
振
興
支
援
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
、
今
後
の
方

向
は
。

市
長　
役
割
は
米
政
策
の
推
進

や
担
い
手
、
認
定
農
業
者
と
集

落
営
農
組
織
の
育
成
確
保
で
、

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
の
加

入
促
進
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
リ
ン

ド
ウ
な
ど
の
園
芸
産
地
の
強
化

や
営
農
指
導
体
制
の
整
備
を
図

る
。
特
に
１
経
営
体
４
４
０
万

円
の
所
得
目
標
達
成
の
た
め
、

３
人
の
担
い
手
指
導
員
を
配
置

し
、
認
定
農
業
者
の
指
導
育
成

に
努
力
し
て
い
る
。
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
日
本
一の
リ
ン
ド
ウ
産

地
と
し
て
の
通
年
出
荷
体
制
の

整
備
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
産
地
化
の

拡
大
整
備
、
集
落
水
田
農
業
ビ

ジ
ョン
や
集
落
営
農
体
制
整
備
、

認
定
農
業
者
、
担
い
手
農
家
の

育
成
を
掲
げ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド

牛
確
立
の
た
め
の
内
容
、
方
策

に
つ
い
て
は
、
市
牛
肉
推
進
協

議
会
を
４
月
28
日
設
立
し
た
。

協
議
会
の
構
成
団
体
は
、
市
、

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
お
よ
び
西
部
地

域
肥
育
牛
改
良
組
合
、
市
内

精
肉
店
が
会
員
で
、
県
と
全
農

県
本
部
が
顧
問
と
し
て
組
織
し

た
。
現
在
い
わ
て
八
幡
平
牛
の

名
称
で
商
標
登
録
を
行
う
よ
う

申
請
中
で
、
併
せ
て
販
売
促
進

を
図
る
ポ
ス
タ
ー
の
ぼ
り
旗
を

発
注
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
牛
消

費
拡
大
は
、
お
中
元
や
お
歳
暮

な
ど
の
需
要
期
の
販
売
促
進
と

市
内
で
の
各
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
を
実
施
し
た
い
。
地
産
地

消
活
動
の一環
と
し
て
協
議
会
活

動
に
支
援
し
た
い
。

除
雪
で
農
地
に
落
石

渡
邊
議
員　

除
雪
に
お
け
る

農
地
へ
の
落
石
対
応
の
現
状
と
、

今
後
の
対
応
は
。

市
長　
委
託
業
者
が
除
雪
期
終

了
後
に
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
砕
石
の
ほ
か
路
肩
崩
壊
や

構
造
物
の
破
損
な
ど
原
形
復
旧

を
含
め
処
理
し
て
お
り
、
市
職

員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
住
民
の
情
報

に
対
応
し
て
い
る
。
毎
年
開
催

し
て
い
る
安
全
講
習
会
で
も
落

石
防
止
も
十
分
注
意
す
る
よ
う

委
託
業
者
を
含
め
指
導
し
て
い

る
。
現
実
的
に
落
石
解
消
は
難

し
く
、
計
画
的
な
道
路
改
良
軽

舗
装
の
実
施
に
努
め
た
い
。

公
共
下
水
道
の
今
後

渡
邊
議
員　
公
共
下
水
道
事
業

計
画
完
了
ま
で
の
年
数
、
事
業

費
、
完
了
後
の
運
営
経
費
は
。

市
長　

全
体
計
画
で
は
、
計
画

区
域
面
積
８
１
５
㌶
、
計
画
人

口
９
０
０
０
人
で
整
備
を
行
う

計
画
だ
が
、
当
面
の
目
標
年
次
、

平
成
32
年
度
ま
で
に
５
８
０
㌶
、

整
備
人
口
７
５
０
０
人
に
つ
い
て

約
80
％
を
目
標
と
し
、
事
業
費

は
お
よ
そ
43
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。
平
成
20
年
度
ま
で
の
面

積
約
２
４
２
㌶
、
人
口
約
６
２
０

０
人
で
整
備
率
約
68
％
と
な
って

い
る
。
接
続
率
は
約
65
％
。
平

成
20
年
度
実
績
で
西
根
処
理
区

の
維
持
管
理
費
は
約
５
３
０
０

万
円
。
平
成
32
年
度
に
は
約
６

２
０
０
万
円
の
見
込
み
で
年
々

増
加
す
る
も
の
の
、
使
用
料
収

入
で
維
持
管
理
費
を
賄
え
る
見

通
し
で
あ
る
。
今
後
も
良
好
な

施
設
運
転
管
理
に
努
め
、
経
費

の
節
約
を
図
り
、
接
続
率
を
向

上
さ
せ
、
見
通
し
が
達
成
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

公共牧野の見通し
　　　良質粗飼料の生産に努力したい

新生会　渡 邊　  正
ただし

　議員

・農業問題について
・除雪問題について
・公共下水道工事について

　　　　　主に肉用牛が放牧されている七時雨牧野
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日本共産党　山 本　  榮
さかえ

　議員

山
本
議
員　

深
刻
な
不
況
の

中
、
事
業
所
の
閉
鎖
や
倒
産
に

よ
り
、
雇
用
や
暮
ら
し
に
影
響

が
出
て
い
る
。

　

地
域
経
済
を
守
る
こ
と
は
市

政
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

こ
と
し
１
月
以
降
、
市
内
で

の
失
業
、
解
雇
の
実
態
を
伺
う
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
立
ち
上

げ
た
市
緊
急
雇
用
対
策
本
部
の

取
り
組
み
と
対
応
は
。

市
長　
８
月
末
ま
で
に
、
10
事

業
者
で
２
４
３
人
解
雇
の
見
込

み
で
あ
る
。
雇
用
対
策
本
部
で

は
、
市
民
課
に
雇
用
相
談
窓
口

を
開
設
し
、
生
活
支
援
な
ど
総

合
的
に
対
応
し
て
い
る
。

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
の

活
用
で
、
市
の
臨
時
職
員
や
関

係
団
体
に
28
人
の
雇
用
を
創
出

し
て
い
る
。
今
後
と
も
雇
用
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

山
本
議
員　
市
で
雇
用
創
出
を

図
る
取
り
組
み
が
重
要
に
な
って

い
る
。
国
の
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
は
、

雇
用
効
果
な
ど
有
効
活
用
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
国
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
な
ど
の
た
め
、
本
市
の
交
付

限
度
額
は
５
億
８
２
２
７
万
４
０

０
０
円
と
示
し
て
い
る
。
地
域

経
済
の
活
性
化
、
地
域
雇
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
地
元
企
業

の
受
注
機
会
に
配
慮
す
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

山
本
議
員　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
は
、
市
内
の
雇
用
と

仕
事
を
確
保
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
経
済
効
果
の
あ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

助
成
制
度
の
利
用
状
況
と
予

算
増
額
な
ど
今
後
の
見
通
し
に

つい
て
伺
う
。

市
長　
現
在
の
利
用
状
況
は
51

件
、
助
成
額
８
９
１
万
円
で
あ

る
。
当
初
予
算
は
１
０
０
０
万

円
で
あ
っ
た
が
、
本
議
会
に
お
い

て
補
正
予
算
１
０
０
０
万
円
の

増
額
を
提
案
し
て
い
る
。

山
本
議
員　
市
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
制
度
の
利
用

状
況
と
、
工
事
件
数
を
伺
う
。

市
長　
入
札
参
加
の
資
格
を
持

た
な
い
業
者
を
対
象
に
、
市
が

発
注
す
る
１
３
０
万
円
以
下
の

小
規
模
な
工
事
や
修
繕
を
希
望

す
る
方
を
登
録
し
、
受
注
機
会

拡
大
を
図
っ
て
い
る
。
20
年
度
、

21
年
度
登
録
は
27
業
者
、
利
用

状
況
は
20
年
度
１
２
５
件
、
９

１
２
万
円
で
あ
り
、
工
事
依
頼

件
数
は
年
々
多
く
な
って
い
る
状

況
に
あ
る
。

地
域
経
済
の
振
興
策

山
本
議
員　
市
の
重
要
な
産
業

で
あ
る
農
業
と
観
光
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
市
内
で
携
わ
る
人

数
が
ど
う
推
移
し
て
い
る
か
伺

う
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
の
た

め
の
方
針
は
。

市
長　

携
わ
る
人
数
は
、
農
業

分
野
で
、
10
年
間
で
９
２
６
人
、

18
％
減
少
、
観
光
分
野
で
は
３

２
８
人
、
４
％
増
加
で
あ
る
。

　

活
性
化
の
た
め
、
新
商
品
の

開
発
、
販
売
促
進
な
ど
農
商
工

連
携
の
推
進
と
、
観
光
客
や
交

流
人
口
の
拡
大
を
重
要
な
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
経
済
を
守
る
雇
用
対
策

地
域
雇
用
の
促
進
を
図
る
　
　
　
　
　

質問した項目
・雇用拡大対策について
・地域活性化と地域経済の振興策について

５月１５日から営業を停止した西根温泉ゲンデルランド
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髙
橋
議
員　
国
が
20
年
度
補
正

予
算
で
創
設
し
た
「
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
」

の
活
用
状
況
と
成
果
は
。

市
長　

本
市
に
お
い
て
は
、
平

成
21
年
度
当
初
予
算
要
求
時
に

お
け
る
事
業
か
ら
の
対
象
事
業

や
、
総
合
計
画
等
に
お
け
る
繰

り
延
べ
事
業
、
各
課
紹
介
に
よ

る
新
規
事
業
の
取
り
ま
と
め
を

行
い
、
計
画
を
策
定
し
た
。

交
付
金
の
活
用
計
画

髙
橋
議
員　
国
が
本
年
度
創
設

し
た
「
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
」
の
活
用

計
画
と
、市
が
見
込
む
成
果
は
。

市
長　

老
朽
化
が
進
む
未
利

用
公
共
施
設
の
解
体
や
、
市

民
に
身
近
な
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
真
に
必
要
と
す
る
事
業

を
優
先
的
に
取
り
込
み
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
と
併
せ
た
確
実
な

事
業
実
施
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
安
定
と
雇
用
の
創
出
、
活
性

化
への
効
果
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。

安
全
で
エ
コ
な
学
校

髙
橋
議
員　
ス
ク
ー
ル
・
ニュ
ー

デ
ィ
ー
ル
（
下
欄
参
照
）
構
想

に
つ
い
て
、
公
立
小
・
中
学
校
へ

の
太
陽
光
発
電
導
入
な
ど
エ
コ

改
修
を
行
っ
た
場
合
、
地
方
の

負
担
分
を
、
国
が
本
年
度
創
設

し
た
「
地
域
活
性
化
・
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
」
で
賄
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
が
、
検
討
し

て
い
る
か
。

市
長　
太
陽
光
発
電
導
入
だ
け

の
改
修
で
は
な
く
、
大
規
模
改

修
と
併
せ
て
整
備
す
る
方
向
で

検
討
を
し
て
い
る
。

髙
橋
議
員　
公
立
小
・
中
学
校

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
下
欄
参
照
）

環
境
の
整
備
を
行
っ
た
場
合
、

地
方
の
負
担
分
を
「
地
域
活
性

化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」

で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

が
、
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　

今
回
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
事
業
に
つい
て
は
、
西
根
地
区

小
学
校
の
旧
式
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
整
備
、
小
・
中
学
校
教
職
員

１
人
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整

備
、
小
学
校
に
電
子
黒
板
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。

髙
橋
議
員　

新
た
に
必
修
と

な
っ
た
武
道
の
円
滑
実
施
の
た

め
、
中
学
校
に
武
道
場
を
新

設
し
た
場
合
、
国
庫
補
助
が
３

分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
な
り
、

さ
ら
に
地
方
負
担
分
の
90
％
を

「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨

時
交
付
金
」
で
賄
う
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
、
検
討
し
て
い

る
か
。

市
長　
中
学
校
武
道
場
の
新
設

整
備
は
、
現
在
行
わ
な
い
方
向

で
考
え
て
い
る
。

　

用
語
解
説

▼
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
…
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
環
境
を
目
指
し
、
国

が
提
唱
し
た
構
想
。
校
舎

の
耐
震
化
、
太
陽
光
発
電

な
ど
の
エ
コ
改
修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
な
ど

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
…
情
報
通
信
技

術
。Ｉ
Ｔ
と
ほ
ぼ
同
義
語
で
、

通
信
網
に
よ
る
情
報
や
知
識

の
共
有
を
念
頭
に
置
か
れ
た

表
現
。Ｃ
は
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
略

４億5,000万円の活用状況と成果
繰り延べ事業など取りまとめ計画策定

八起会　髙 橋　  守
まもる

　議員

質問した項目
経済対策について

・平成 20 年度「地域活性化・生活対策臨時
交付金」について

・平成 21 年度の「地域活性化・経済危機対
策臨時交付金」について

・「スクール・ニューディール」構想について

「地域活性化・生活対策臨時交付金」で整備が予定されている大更学童保育施設
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田
中
議
員　

行
政
サ
イ
ド
か
ら

市
民
の
経
済
生
活
を
ど
う
認
識

し
、
ま
た
、
市
民
と
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
が
十
分
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

市
長　
本
市
も
ま
さ
し
く
厳
し

い
経
済
環
境
に
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
国
は
景
気
対
策

と
し
て
、
平
成
20
年
度
第
１
次

補
正
予
算
で
、
安
心
・
安
全
の

た
め
の
緊
急
総
合
対
策
、
第
２

次
補
正
予
算
で
の
地
域
活
性
化

対
策
、
臨
時
交
付
金
の
創
設
、

定
額
給
付
金
事
業
の
経
済
措
置

や
雇
用
の
強
化
対
策
、
再
就
職

支
援
対
策
と
し
て
の
ふ
る
さ
と

雇
用
再
生
特
別
交
付
金
、
緊
急

雇
用
創
出
事
業
交
付
金
事
業
な

ど
が
創
出
さ
れ
分
野
別
補
正
予

算
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
民
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
市
長
就
任
以
来
、

各
地
区
、
各
団
体
と
の
意
見
交

換
、
地
域
イ
ベン
ト
、
さ
ら
に
は

市
長
と
市
民
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の

開
催
な
ど
、
年
間
３
０
０
０
人

を
超
え
る
市
民
と
の
意
見
交
換

を
図
って
い
る
。
行
政
課
題
や
庁

舎
問
題
な
ど
も
十
分
に
説
明
し

て
き
て
い
る
。
今
後
、
ご
意
見
、

ご
提
言
、
課
題
な
ど
は
市
民
と

と
も
に
考
え
、
新
た
な
方
策
を

講
じ
て
信
頼
関
係
を
豊
か
に
し

た
市
政
の
発
展
を
考
え
て
い
る
。

育
児
支
援
で
人
口
増

田
中
議
員　
市
の
将
来
的
展
望

か
ら
、
抜
本
的
（
市
独
自
）
少

子
化
対
策
は
。

市
長　

市
の
少
子
化
対
策
の
抜

本
策
は
、
後
期
５
カ
年
計
画
の

基
本
的
視
点
に
立
っ
た
。
地
域

に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
、
子

育
て
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整

備
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と

の
両
立
の
推
進
な
ど
７
項
目
で
、

主
な
事
業
は
、「
出
産
祝
金
と

し
て
５
万
円
の
支
給
」「
乳
幼

児
の
医
療
費
の
無
料
化
（
小
学

校
就
学
前
ま
で
）」「
産
前
産
後

の
妊
産
婦
を
対
象
に
、
子
育
て

支
援
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
」「
養
育

の
一
時
的
困
難
時
の
養
育
及
び

保
護
事
業
」「
要
保
護
児
童
や

幼
児
虐
待
な
ど
の
対
応
す
る
子

育
て
支
援
指
導
員
の
配
置
」「
保

育
料
の
軽
減
、
学
童
保
育
の
充

実
、
本
年
度
完
成
の
大
更
学
童

保
育
施
設
の
完
成
」
さ
ら
に
今

後
検
討
を
加
え
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
し
た
い
。

田
中
議
員　
マ
イ
マ
イ
ガ
の
防
除

駆
除
対
策
へ
の
予
算
的
支
援
は

ど
う
な
る
の
か
。

市
長　
マ
イ
マ
イ
ガ
の
異
常
発
生

は
約
10
年
の一定
周
期
に
起
こ
る

自
然
現
象
で
、
広
大
な
森
林
を

産
卵
場
所
と
し
て
異
常
発
生
さ

れ
る
と
言
わ
れ
る
。
本
市
で
の

大
量
発
生
は
過
去
に
例
が
な
い

異
常
発
生
と
考
え
ら
れ
、
市
で

は
昨
年
秋
と
本
年
４
月
に
チ
ラ

シ
と
広
報
で
、
マ
イ
マ
イ
ガ
の
生

態
に
応
じ
た
駆
除
方
法
を
市
民

に
周
知
し
、
各
自
で
可
能
な
範

囲
で
の
駆
除
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
き
た
。
市
の
幼
虫
駆
除
の

説
明
会
を
５
月
に
開
催
し
、
薬

剤
の
配
布
を
行
い
、
自
治
会
長

や
自
治
公
民
館
長
を
通
じ
て
薬

剤
配
布
の
周
知
を
図
り
、
補
正

予
算
を
計
上
し
て
駆
除
対
策
を

要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

◎
当
面
の
教
育
課
題
に
つい
て

市
民
の
経
済
生
活
の
認
識

　
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
る
　
　
　
　

新生会　田 中　榮
え

司
し

夫
お

　議員

質問した項目
・市の今日的行政課題について

７月２５日、大更・松川公民館で開催された「市長と市民のテーマトーク」
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米
田
議
員　
質
問
の
目
的
は
、一

つ
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
って

い
る
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
、

そ
の
深
刻
な
実
態
に
つい
て
認
識

を
深
め
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
一

つ
は
、
そ
の
克
服
の
た
め
の
最
善

の
政
治
的
な
対
応
に
つ
い
て
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
の
深
刻
な
実

態
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

で
も
何
度
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機

構
）
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
日
本

の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
、
加
盟

国
平
均
を
上
回
り
、
近
い
将
来

に
は
、
そ
の
平
均
の
２
倍
に
達

す
る
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
期
の

貧
困
が
大
人
期
へ
の
貧
困
と
な

り
、
そ
の
世
帯
で
生
ま
れ
た
子

ど
も
への
貧
困
と
連
鎖
し
て
い
く

可
能
性
を
防
止
す
る
た
め
の
対

応
の
重
要
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
に
つい
て

の
認
識
は
。

市
長　

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に

つ
い
て
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
報
告
は
承
知

し
て
い
る
。
貧
困
状
況
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
十
分
な
教
育
を

受
け
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て
望

む
仕
事
に
就
け
ず
、
貧
困
の
連

鎖
と
い
う
社
会
現
象
が
起
き
て

い
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。

米
田
議
員　

子
ど
も
の
育
つ
家

庭
が
貧
困
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
こ
と

を
保
証
す
る
の
は
、
社
会
と
政

治
の
責
任
で
あ
る
。
こ
の
分
野

で
の
市
政
の
基
本
に
な
る
の
は
、

い
ま
策
定
中
の
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
で
あ
る
。
こ
の
計

画
に
、
子
ど
も
の
貧
困
克
服
を

明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
見
解
は
。

市
長　
子
ど
も
の
貧
困
を
克
服

す
る
こ
と
は
大
き
な
政
治
的
課

題
で
あ
る
。
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
後
期
計
画
５
カ
年
計

画
を
策
定
中
だ
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
子
ど
も
の
貧
困
克
服
に
つい

て
も
、
こ
の
計
画
に
位
置
付
け

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

米
田
議
員　

国
の
政
治
の
状
況

か
ら
いっ
て
、
子
ど
も
の
貧
困
克

服
の
上
で
自
治
体
の
政
治
の
果

た
す
役
割
は
重
く
大
き
い
と
い

え
る
。
具
体
的
に
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
（
無
料
化
）
の
拡
大
、

就
学
援
助
の
拡
充
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
援
助
拡
大
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

市
長　
医
療
費
助
成
は
就
学
前

児
童
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

県
内
で
は
小
学
校
ま
で
無
料
化

し
て
い
る
の
は
５
町
村
、
中
学
校

ま
で
は
４
町
村
で
あ
る
。
本
市

と
し
て
も
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
医
療
費
助
成
拡
大
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

米
田
議
員　

群
馬
県
で
は
、
県

段
階
で
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
。
医

療
費
助
成
の
拡
大
が
、
全
国
的

な
流
れ
と
し
て
出
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

市
長　

十
分
や
っ
て
い
け
る
と
い

う
判
断
が
財
政
と
し
て
な
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
に
ト
ラ
イ
す
る
こ
と

は
、
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

子どもの貧困克服
　　　　　医療助成拡大を検討する

日本共産党　米 田 定
さ だ

 男
お

　議員

質問した項目
「子どもの貧困」問題について
・「子どもの貧困」の実態について
・「次世代育成支援行動計画」などの市政の

基本に「子どもの貧困」を明確に位置づけ
ることについて

・克服のための負担の軽減・給付の拡大につ
いて

O
E
C
D
加
盟
諸
国
の
子
ど
も
の
貧
困
率


